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1. はじめに 

コンクリートの乾燥収縮によって引き起こされる問題

のひとつとしてコンクリート舗装を含む平板上のコンク

リート部材において乾燥の影響を受けやすい舗装表面と，

乾燥の影響を受けにくい舗装下部との乾湿差による湿度

勾配によって生じるそり変形が挙げられる．そり変形し

た舗装上を車両が通行することにより，ひび割れの発生

に繋がることも考えられる．さらには，コンクリート舗

装は重交通道路に施工されることが多いことからも，早

急にそり変形の実態を把握することが求められる． 

そこで本研究では平板状の実験供試体について下面を

水に浸し，上面を気中に曝すことにより上下面での湿度

勾配を再現し，上面のひずみ，および端部の変位を計測

することによりそり変形について実験的に確認を行い,

考察を行う．また，実験で得られるひずみについて，建

築学会に定められる収縮ひずみの予測式に基づく理論値

と比較する． 

 

2. 実験条件 

 供試体は全長 1000 mm，幅 200 mm，高さ 60 mmの平板

状の供試体を準備した (図-1参照) ．乾燥収縮ひずみを

計測するために貼り付けゲージを供試体の上面中心に配

置し，また，上下面での湿度勾配による変位を測定する

ために，端部に変位計を設置し (図-2参照) ，1時間ご

とに自動計測を行った． 

湿度勾配を再現するために供試体の下面約 10 mmまで

水で浸し，上面は外気に触れるようにした．また，そり

変形による変位を明確に示すために一方の端部に約

45kgの重しを設置し固定した．供試体は材齢 2日で脱枠

を行い，その後計測を開始した．実験環境は恒温恒湿層

を用いて気温 20 ℃，湿度 60 ％とし，計測期間は 28日

とした． 

 供試体は，普通セメントによる舗装用コンクリート（N）

と，早強セメントによる 1DAY PAVEコンクリート（H)の

2種類を各種 3体ずつ準備した．また 2種類の供試体に

ついて 4.1に示すように透水試験を行うことで相違を確

認した． 

 

図-1 供試体寸法（単位：mm） 

 

図-2 そり実験供試体 

 

3. 収縮ひずみの予測式による理論値 

日本建築学会が定める収縮ひずみの予測式¹⁾を用いて

実験供試体における理論値を求め，実験値との比較を行

う．使用した式を式 (1) ， (2) に示す. 
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𝜀𝑠ℎ(𝑡, 𝑡0)：乾燥開始材齢t0日における材齢 t 日 

                      の収縮ひずみ (× 10−6) 

𝑊：単位水量 (kg/m3) 

𝐶：単位セメント量 (kg/m3) 

𝐺：単位粗骨材量 (kg/m3) 

ℎ：相対湿度 (%) 

𝑉：体積 (mm3) 

𝑆：外気に接する表面積 (mm2) 

𝑉/𝑆：体積表面積比 (mm) 

γ1：骨材による修正係数（γ1 = 1.0） 

γ2：セメントによる修正係数（γ2 = N: 1.0，H :1.9） 

γ3：混和材による修正係数（γ3 = 1.0） 
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4. 実験結果及び考察 

4.1透水試験を用いた供試体の緻密性の評価 

 普通セメントによる舗装用コンクリートと，早強セメン

トによる 1DAY PAVE コンクリートの相違の確認方法とし

て粗密性に着目し透水試験を行った．その結果を図-3 に

示す．試験は材齢 28日経過後の供試体に対して行った. 

透水係数は明らかに普通セメントが大きい結果となっ

たことから，普通セメントによる舗装コンクリートは早強

セメントに比べ緻密性が低いことが考えられる．  

4.2普通セメント(N-1,N-2,N-3)における考察 

図-4に示すように式(1)による理論式において収縮を示

すことから上面のひずみについては乾燥の影響を受け収

縮することが予想されたが，実験における上面のひずみは

図-5に示すように膨張した．このことから，下面を水に浸

し湿潤状態とした場合の上面のひずみは膨張することが

確認された．この要因として，前述より普通セメントによ

る舗装コンクリートについては，内部組織が粗密であるた

め下面から吸い上げられた水分が上面にまで影響してい

るためと考える． 

図-6 に示す端部の変位については，全供試体が実験開

始後下方向に変位した後,緩やかに上方向に変位している．

このことから自重によって供試体は床に密着し，その後上

下面に生じる膨張量の差によってひずみ勾配が生じるこ

とによってそり変形し，端部が上方向に変位したと考える． 

4.3早強セメント(H-1,H-2,H-3)における考察 

 図-5に示すように上面ひずみは乾燥を受け収縮した.こ

のことから上下面に乾湿差によるひずみ勾配が発生して

いると考えられる．このひずみ勾配によって供試体がそり

上がったと考える（図-6参照）． 

また，式(1)による理論式における収縮ひずみは実験値

に比べ小さい結果となった（図-4参照）．この要因として,

実験において下面は水に浸し湿潤状態であるが，理論式に

おいては湿潤状態であることが考慮されていない．つまり，

理論式において下面が膨張することによる上面の収縮へ

の影響は考慮されていない．そのため，今後は下面の膨張

を考慮した場合における収縮ひずみの実態の把握が求め

られる． 
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図-3 透水係数 

 

 

図-4 収縮ひずみ比較（上：N，下：H） 

 

 

図-5 上面ひずみ 実験値 

 

 

図-6 端部変位 実験値 
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